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１ 出席者 

  （１）委員１７人 

        藤井委員，大江委員，三浦委員，森越委員，木村委員, 阿部委員, 小松委員， 

野村委員, 青田委員，長谷委員，数又委員，加藤委員，横山委員，小原委員， 

水戸委員，小林委員, 武田委員 

       （欠席：亀井委員, 千原委員） 

  （２）事務局７人 

        子ども未来部 岡崎部長，宿村課長，柴田課長，加藤課長，横川課長,  

小林係長，宮越主任主事 

 

２ 配付資料（当日配付） グループ討議のため配付資料なし 

 

３ 会議録 

発言者 発 言 要 旨 

１ 部長あいさつ 

【岡崎部長】 皆様こんばんは。本日もご出席いただきましてありがとうございました。

前回まで皆様からプレゼンということでご自分のお考えや活動している内

容について，お話を伺ったところでございます。それが一通り終わりまし

て，ここで子どもを巡っての様々な考え方があるということが改めて浮き

彫りになったと考えております。この間たくさんのご意見を頂きまして，

皆様のご意見を事務局のほうで要約をしてみました。それが机上にありま

すカードになってくるわけですが，今回はこういったご意見を踏まえなが

ら更に交通整理をして，提言のまとめに向けての議論を構築する作業を進

めて頂きたいと思っております。子どもの生存と発達が保障されて子ども

自身が自己肯定感をもって成長していけるように，そしてまた子どもを育

てる親自身も支援していけるようにするためには，どのような考え方や方

策が必要なのか。事務局といたしましてもその辺りを皆様に深めて頂いて

参考にさせていただければと思っております。どうぞ本日もよろしくお願

いいたします。 

 

２ 開会 

【委員長】 〈開会宣言〉 

 

３ 第９回会議録について  

【事務局】  第９回会議録につきまして，ご説明致します。８月１２日に委員の皆様

に発送いたしました。この会議録につきましては，これまで同様発言要旨

の形で取りまとめており，訂正等がございましたらお知らせ頂きたいと思

います。また，市のホームページ上での会議録の掲載につきましては今月

中を予定しております。以上でございます。 
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【委員長】  事務局から，第９回会議録の説明がありましたが，何かご質問やご意見等

はありますか。 

  ないようですので，議事に入りたいと思います。 

 

 

４ 議事  

 

【委員長】  これまでの委員会の中で出された意見の確認および分類についてですが，

私も委員長を仰せつかりましたので, この間１回目から９回目までの議事録

をもう一度読み返し，イメージづくりをしたところです。ちょうど１８回く

らいあるとしましたら，前回が９回目ですのでちょうど折り返しということ

になります。最初に我々が何を学んだかと言いますと事務局からの資料や事

務局にお願いしました追加資料等で，他都市の子ども条例について詳細を学

んできました。その中では条例の目的がどのような形かは大きく分けると育

成型，権利型，折衷型があり，中核市が出している条例について学んだとこ

ろです。私も１１～１３都市の条例を見まして目的等についても共通点もあ

れば違いがあり，項目についても同様でした。それから次に委員の方それぞ

れからプレゼンを頂きましたが，私も事前に１０５枚の中身を見ましたが，

この内容はほぼ網羅していていまして私自身もびっくりしましたが，逆に全

部を一様に見ていきますと分からなくなってしまいますし，事務局と話し合

いをしましてこの間の委員のお一人おひとりの条例に向ける思いがたくさん

詰まっていますので，それをまとめていくことは次回以降の討議につながっ

ていくと思います。そういった意味では１期目は他都市の条例を学び，２期

目はそれぞれの思いを語り，今日からは３期目になると思いますのでよろし

くお願いいたします。やり方などについては事務局から説明があると思いま

すので，それでは事務局から説明をお願いします。 

【事務局】  これまでの委員会で出されました意見の確認および分類に関わりまして，

グループでの分類作業について説明させていただきます。前回の委員会でも

少し説明いたしましたが，今回の委員会では今後の議論に先立ち，これまで

出されました意見等について再確認や再認識をして頂くため，意見等の中か

らキーワードを抜き出し，一つずつカードにしたものを，本日の５つのグル

ープの中で，キーワードが持つ共通の内容等による区分と言いますか，テー

マごとにカードの分類をする作業を行って頂きます。具体的には，各グルー

プのテーブルの上に置いてありますホワイトボードを使って，その上にテー

マごとのエリアを作って１０５枚あるカードを分類し，貼り付けていくとい

う作業になります。ホワイトボードですので，テーマやエリアの修正はいく

らでもできますし，カードを貼り付けるテープ糊も，貼ってはがせる糊です

ので，エリア間の移動も簡単にできると思います。この分類作業は，全員参

加を基本に役割分担を決めて行っていただきます。まず，それぞれのグルー

プの中で進行係・記録係・発表係の３名を決めて頂きます。進行係は全員の
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意見を上手に引き出すとともに時間の管理をして頂きたいと思います。記録

係は，委員の皆さんの発言要旨やポイントをメモしていただきたいと思いま

す。発表係は，記録係のメモをもとに，テーマ設定の経過やグループ討議の

感想などを発表して頂きたいと思います。それぞれの時間配分ですが，役割

分担を決めるのが５分程度でお願いします。 分類作業が１時間で発表に向け

たまとめの時間が１０分，発表が１グループ５分程度と考えております。な

お，分類作業をする１時間の時間は，１０５枚のカードを分類することを考

えると１枚あたりの時間は平均ですと３０秒程度となりますので，決して余

裕のある時間ではありませんので，あまり悩まずに，ひらめきを優先して分

類をして頂きたいと思います。以上で簡単ですが説明を終わります。 

【委員長】  ありがとうございました。何かご質問ございますか。ないようですのでグ

ループごとの作業に入ってください。よろしくお願いします。 

 

 

【全委員】  グループ討議 開始 

        

       ・Ａグループ（藤井委員, 小松委員, 野村委員, 武田委員） 

       ・Ｂグループ（大江委員, 阿部委員, 加藤委員） 

       ・Ｃ・Ｆグループ（三浦委員, 横山委員, 数又委員, 小林委員） 

       ・Ｄグループ（森越委員, 青田委員, 水戸委員） 

       ・Ｅグループ（木村委員, 長谷委員, 小原委員） 

 

       グループ討議 発表 

 

【Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ】 これからの議論の方向を整理する形で説明したいと思います。まず，グル

ープ分けについては，子どもの現状で今の子どもたちの現状です。子ども観

ということで子どもをどう見るか，子どもの権利についてで子どもの権利に

肯定的な意見とそれに対する疑問などがありますが，子どもの権利をめぐる

いろいろな意見という３つのグループに分けまして，これがどんな条例をつ

くるかという議論の出発点ではないかと考え，議論して認識を共有する必要

があると考え，３つのグループを基本にしました。それを踏まえて理念を明

確化し，その理念を具体化していくために，大人は子どもにどうかかわるか

という大人の姿勢にかかわる意見，それから学校，地域，家庭の現状と課題

を明確にしていくことで，条例にどのような内容を盛り込んでいくのかとい

うことが明らかになると思います。そこで条例に盛り込んでほしい事項が４

つありました。また必要な機関についての意見もいくつかありましたし，い

じめについての意見もありましたので，その内容も盛り込んでいきたいと思

います。最後に条例の形態に関する意見もありましたので，こういうことも

踏まえて具体的に条例に盛り込む内容を検討したいということで，このグル

ーピングに基づく内容で進めて行ってはどうかという提言です。 
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【Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ】 Ｂグループでは，全部で９つの分類をしました。家庭があって，地域があ

って，学校かなとも思いましたが，グループとしてはいじめがすごく多く，

この中のいじめというのは，学校の中のことが書かれているので，ここへの

関心が非常に強いと思いましたし，体罰と虐待を入れるともっと多く，子ど

もへの暴力についての意見が多かったんだと思います。そして，一番最初に

意見が多かったのが子ども観でした。子ども観が２９枚あり，条例に対して

が１５枚，子どもの権利についてが１３枚ありますが，発表するにあたって

よく見るとどの分類の中でも，さらに意見を２つに分けられる内容でした。

子どもの権利についても，視点が右からと左からとあるという感じがしまし

たし，条例に盛り込む中身もそれぞれあって，子ども観にいたっては２つで

はなく，各委員の子どもの見方が相当違うというのが分かりました。ただ，

個人的な意見ですが，その子ども観などの考え方をきちんと整理しないと同

じ方向に向かって，一つの条例をつくるのは難しいと思いました。 

【C･F ｸﾞﾙｰﾌﾟ】Ｃ・Ｆグループでは，６つの区分に分類をしました。地域・家庭・学校の

実態，子どもの実態，いじめ，子どもって何と書いていますが，これはＢグ

ループにもでていましたが，子ども観です。子どもの権利，条例に関係した

ものに分けました。われわれのグループでもっともメインになるのが，子ど

も条例の制定の意義を中心に据えて，条例に関連して条例に盛り込みたい項

目をあげております。それから併せて多くでた意見としていじめがありま

す。これも条例に入れて欲しいという意見がありましたので，条例をつくる

ときの願いとしてまとめたところです。条例の争点としては，３つあり，権

利保障かつ健全育成を目的とする条例が必要である。それから，権利保障な

のか健全育成なのか一般市民もわかるような議論という意見もありました

し，子どもの権利を否定する動きも強いですよというのがありますので，今

後どうするかというのが３つの大きな争点になるかと思います。そして最終

的には子ども条例制定の意義＝法形式による恒久性，総合性，安定性，発展

性までを今後詰めていかなければならないと思っております。言葉のイメー

ジや市民に分かりやすい表現などを詰めていく必要があると思います。それ

からその表現を考えていく際に，もっとも基本となるのは，子ども観になる

と思います。従来大人が見てきた見方を変えていかなければならない子ども

観を今後どのように整理していくかということが課題だと思いました。そし

て，子どもにやさしいまちづくりはどうあるべきかということを十分に見据

えて，条例化を考えていくことが必要だと考えます。 

【Ｄｸﾞﾙｰﾌﾟ】 Ｄグループでは，イメージマップのようにまとめましたので，順を追って

説明します。まず，大きな２つの柱として子どもとはという子どもに対する

概念と条例の方向性が大きな柱になっていて，そこから家庭や地域，社会の

課題，学校，いじめや体罰，大人の姿勢に対する問題点というグループ分け

をしました。まず，子どもとは？という概念で分けて，そこから子どもの育

ち，そのトピックの中から，最近の子どもの現状，生活習慣や中学生の傾向，

食育の問題，幼児期の育ちと分けられていって，そして，そこから支援の内
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容に向かっていき，それぞれのグループが持っている課題をどうしていくの

か？という形で，私たちは支援内容と行政にどのような機関を置いて欲しい

か，おくべきかという結論の出し方でまとめていきました。 

また，条例のほうは，２つに分けられたのですが，まず一つは条例の方向

性ということで健全育成タイプなのか権利保障を大きく取り扱うのか，また

は中立なのかということを私たちの見方でどこに重きを置くかで分けてい

ます。もうひとつは条例を作るにあたってということで，条例を作るために

はどのような視点が必要なのか，どういう表現をするべきかというような分

け方で分けております。 

【Ｅｸﾞﾙｰﾌﾟ】 Ｅグループです。まずは，たくさんの項目があって，グループ分けに大変

苦労しましたが，真ん中に条例を持ってきて，条例を制定するにあたって，

みんなの心がある程度集約している中で問題点を外側に被せながら，本当に

条例として，このような項目について問題点があるのであればどのように条

例に組み込んでいくかという答えまでは出ておりませんが，ただ，このよう

に重なり合いながらも条例の本質を全員で考えていかなければならないの

かなと思います。それと，支援・願いと書いたのですが，支援と願いは違う

かもしれませんが，子どもたちの育成の中では，願いと支援はある程度重な

る部分があるのかなと思います。また，上の方には，家庭，家庭と学校の関

連，学校といろんな面で重複している部分があるのかなということで，重な

りながら外側から見ながら条例を今後も考えていかなければいけないと思

いました。 

 

【委員長】  お疲れさまでした。今後のスケジュールについてですが，前回配布した資

料は事務局で想定したものだと伺っておりますので，今日の作業を終えてグ

ループの発表を聴いた後で１０月の第１１回は一番最初に何をやるかをご

意見頂きたいと思います。このテーマとは別に新たなテーマでも結構です。

私個人としては，今日の発表を聴いて「子どもの育ちをどう支援していくの

か」というテーマの前にひとつやることがあると感じました。具体的な提案

がございますでしょうか。 

【三浦委員】 第４回から第９回まで６回の委員の皆様からのプレゼンテーションがあ

ったわけですが，たくさんの仕分けをして見えてきましたが，子ども条例

の必要性や権利条約の関係，あるいはいじめや不登校，暴力の問題。実際

に体験されたこと等の形がカードになっていると思います。これからは１

年間経ちましたので，この先の進め方についてですが，これから先一歩進

むわけですので，全委員の意見を反映するのにこのグループ討議は良いと

は思いますが，ただその順序が１１回以降を考えますとちょっと異議があ

りまして，子ども条例を制定して何を目指すのか。函館をどういう街にし

たいのか。今の時点で一定の意思確認をし共通認識をすることが必要では

ないでしょうか。条例のスタイルや条例の中に組み込まれる要素も出てく

ると思います。そういうものを順序に従って今後議論をしていく。このス
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ケジュールでいきますと第１３回は「条例の方向性について」ですが，こ

れを優先してこの次にやるべきだと考えます。第３回の委員会で平成２５

年度の前期で条例の方向性をまとめると会議で図られました。平成２５年

度中期から平成２６年度にかけて条例に盛り込む内容をまとめることも委

員会である意味了承されているわけです。やはり今日出たたくさんの項目

を並列してやるのではなく，まず何が大事かを土台になるものをある程度

固めて，その中にどういったものを詰めるかが順序だと思います。このス

ケジュールの中で，第１３回のテーマを次の第１１回のテーマにあげて中

身を変えて行くのが妥当だと考えます。それが順序だと思います。私だけ

の意見ではなくて，皆さんの意見を聞いた上でご検討頂ければと思います。 

【委員長】  ありがとうございました。他にご意見ありますか。 

【野村委員】 私も三浦委員のご意見に賛成です。グルーピングの中で，そこは話題に

なると思いますので，１月のテーマを次回のテーマにした方が話しとして

はスムーズに行くのかと思います。 

【委員長】  ありがとうございます。他にご意見ありますか。 

【森越委員】 お二人のご意見に賛成です。第１１回目と第１４回目のテーマの違いが

わかりませんので，両方ともどう支援していくのか。支援に何が必要かと

いう点が，どう仕分けでこの２つが別々のテーマなのかちょっとわかりづ

らいのでご説明頂ければと思います。 

【岡崎部長】 いろいろなご意見ありがとうございます。「今の子どもの育ちをどう支

援していくか」と「子育て支援に何が必要か」は表現の仕方が整合が取れ

ていないところがあったかもしれませんが，ポイントとしては，子どもの

育ち，子どもが自ら育っていくという部分と子育て支援として保護者や親

といった子育て家庭を支援していく。子ども自らの育ち，子育て家庭への

支援という２つの強調点がありましたが，言葉の使い方や紛らわしいとこ

ろもあったかもしれません。表現はいろんな形で修正したいと思います。

意図するところはそういうことでございます。それから条例の方向性につ

いては，おっしゃる通りだと思います。ただ，あえて真ん中に置いたのは，

対立意見も多く拮抗するところですので，いろんな議論をした中でコミュ

ニケーションが深まった中での議論が良いといったところがありました

が，皆様のおっしゃった通り最初の土台になるところを議論して，そこか

ら各論に入っていくことは，理屈があることだと思いますのでご賛同が多

ければ変えて頂くのも結構だと思います。 

【三浦委員】 この条例の方向性についてですが，何を目的と目標にして条例を作る。

函館をどうしようとするか。第一番目に議論をするには，原案の第１２回

と第１４回はメインが決まりますと条例の範囲が決まるわけですから，当

然見直しをしていかなければなりません。私はそう思います。前後の第１

２回と第１４回に入っているものについても，改めて条例の目的や理念や

前文を他都市の例を見ながら，その上で函館ならどうするかを改めて考え

るわけですから，固定してしまうなら第１３回だけとして，後は固定せず
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今後修正すべきだと思います。 

【委員長】  ある程度固まってきていますので，第１１回については子ども観や権利，

健全育成も含めた条例の方向性について話合うことでよろしいでしょう

か。私も今日の発表を整理しまして，第１１回目は決まりましたが第１２

回，第１３回，第１４回にどういう話し合いをしたら，有意義なものにな

るかをちょっと考えてみたいと思います。事務局の方でも，まとまったも

のを分析して，三浦委員の意見もありますので考えて頂きたいと思います。

よろしくお願いします。 

【小林委員】 このスケジュールを見て，出口は来年に向けて固定化されていてずれ込 

むことはないですか。検討委員会の提言書の取りまとめですが，来年の９ 

月頃になっていますがこの検討委員会の果たす役割は，提言書の中にどの 

くらい関わるのか。結構精査された文言くらいまで盛り込むのか。イメー 

ジ的なもので終わってしますのか。提言書の取りまとめ方が大分違ってく 

ると思いますが, 今の時点でどのようなお考えなのか伺いたいと思います。 

【岡崎部長】 提言書をどういうイメージで先々もっていくのかをお尋ねかと思います 

が，事務局といたしましては，前文や第何条といった条例のぎりぎりした 

イメージそれが提言になるといった捉えはしておりません。これだけ子 

ども観ひとつにとっても，様々な意見がございますし最初からひとつの条 

文の中に盛り込むような作業は，皆様がそれぞれ多様な意見をもっていら 

っしゃるわけですから，例えば「子どもの現状」や「条例の必要性」です 

とか，「条例に盛り込みたい事柄」その基本的な考え方や具体的な事項と 

いった大きな柱立ての中で皆様からご意見を出されたものを整理をしなが 

ら盛り込んでいく。実際どのようになるか分かりませんが，必要な文章化 

をしていく。それが提言書の内容だと理解をしておりますが，事務局の強 

制的な誘導ではありませんが私としてはそういう形で，条文化ではなく言 

いたいことは何なのか。盛り込みたいことはこれなんだ。ということの整 

理と文章化が提言になっていくという捉え方をしています。私どもは提言 

を受けて，それを大いに参考にして反映を目指しながら，函館市としての 

条例（案）の作成に取りかかっていきたいと思っております。その後は， 

関係団体やパブリックコメントですとか一般の方々に様々な場面で提示し 

ながら，ご意見を頂いて更に必要に応じて修正をしていくとか議論を深め 

ていく段階を経て，議会に対して条例を提案して成案化をしていく。そう 

いう作業が待っておりますので，検討委員会としては，要綱設置をした時 

点で提言を提出するまでを任期としておりますので，まず皆様方のお役割 

としては，提言書を来年の夏頃までに提出することであると捉えておりま 

す。ただ，皆様方にこれだけ関わって頂きましたので，提言書を出してそ 

の後どうなるのか。情報もなければ当然お困りになると思いますので，私 

どもの動きにつきましては随時お知らせをするなり，その後の協議につい 

ても正式な形ではないかも知れませんが，お話をしたり情報提供ができる 

ような動きをしていきたいと考えております。以上でございます。 
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【小林委員】 ざっくり素案みたいな作成をするということですね。 

【岡崎部長】 項目的なものを整理することです。 

【委員長】  それではその他に入ります。野村委員から資料が提供されていますので 

お願いいたします。 

【野村委員】 体罰の問題について条例に盛り込んだらどうかといった意見です。この 

提言を読むだけで分かる内容ですので，これからを参考にして頂きたいと 

思います。ポイントは学校による体罰と家庭による体罰について，それぞ 

れ今の現状と課題を書きました。新聞記事ついてですが学校による体罰は， 

違法行為ですので良いとか悪いとかの議論はもう成り立ちません。家庭に 

ついては，日本の法体系では明確に体罰を禁止するといった条文がない。 

もちろん外国でも体罰は大変大きな問題ですが，家庭や社会全体で体罰を 

容認するような意識が根っこにあり，そこを何とかしていかなければなら 

ない。法律論で言うと学校教育法で禁止されている中，あえて条例を入れ 

なくてもいいのではないかという考え方もあるが，そうではなくて社会的 

意識を変えていくのも条例には必要だと思います。最初にある高校の柔道 

で大会の時に一発叩いて減給処分という記事がありますが，これをどう見 

るかが非常に大きなリトマス試験紙だと思っています。たかが一発叩いた 

くらいで減給処分で重いよなという受け止め方をするのか，大変なことを 

したのだからこういう処分は必要だと思うのかで大きく違ってくると思い 

ます。先生や保護者一人ひとりに考えていくべき問題だと思います。つま 

り学校の体罰は学校の問題だけではなく，意識の問題だと思います。次に 

兵庫県の中学校で体罰アンケート調査についてですが，世話になっている 

監督に迷惑になるから父母会から口止めをした記事です。保護者のこうい 

う意識が問題できちんと押さえておかなければいけないと思います。大阪 

の桜宮高校のバスケ部の体罰の問題ですが，免職した顧問の先生の談話で 

すが，「自分自身では選手も保護者も理解していると思っていたので，そ 

の時は，体罰の認識はなかった」というお話で，これだけ体罰の問題があ 

るのに高野連の野球部指導者の１割が体罰をしている。これだけ体罰を容 

認している風潮があります。そこをやはり真剣に見直していかないと体罰 

は一過性のものではないと思います。最後に子育て相談室の記事ですが， 

叩いてしまうことはありますし間違いはあると思います。児童虐待で親が 

虐待していると認める親は一人もいません。裏には親の虐待で苦しんでい 

る子が膨大な人数がいますし，そういう危機意識をもっていく必要がある 

と思います。以上です。 

【委員長】  盛り込みたい事項としていじめ・体罰・虐待として話し合いたいと思い

ます。次に次回日程について事務局からお願いします。 

【事務局】  第１１回の次回の検討委員会の日程につきましては，９月は市議会の開

催月ですので１０月を予定しております。今のところ１０月１７日，１８

日のどちらかで開催をしたいと考えております。ただ，２ヶ月も先ですの

で皆さん日程を決められない方もいらっしゃると思いますので，改めて文
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書で照会をさせて頂きますので，よろしくお願いいたします。 

【副委員長】 次回の第１１回の中身ですが，条例の方向性ということですが当然幅が

ありますので，委員長，副委員長と事務局と打ち合わせをさせて頂いて，

子ども観や条例の中にそもそもどこまで盛り込むのかという総論を，少し

こちらで検討してポイントをお示しするという形でよろしいでしょうか。 

【委員長】  よろしいでしょうか。意見がないので，そのようにさせていただきたいと

思います。 

 

 

５ 閉会 

【委員長】 以上を持ちまして本日の会議を終了いたします。 

 

  

 

    


